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ＧＩＳをベースにした危機管理システム

上位系（本部機能）

情報管理・分析・指令

下位系（現場機能）

情報収集・分析・指令

公的機関

消防・警察・自
衛隊他

市民組織

市民・自治会・
ボランティア

現場

被災地

避難場所

危機管理システム

公助

自助・共助

指示・支援

情報

•だれがどこから情
報を集めるか

•どのような単位で
データを管理する

か

•情報収集を支援する機
能がない

•上位・下位のシステムが
つながっていない

•情報の精度・確度の把握
ができていない

•データのミクロからマクロへのシー
ムレスな連携（ＧＩＳによる空間・時
間軸に基づく情報管理）

•情報ネットワークの確立

•情報集約の仕組み・ルールの確立

•入力起点の情報システム

（横浜市の現状）

モデルシステム
の構築



新型インフルエンザ対応情報システム

地域の感染者の状況を把握する

– どこの誰が感染しているか、病状はどうか
– ワクチン接種の状況
– 市民の食料備蓄状況
– 人的支援の有無

医療機関の状況を把握する

– 病院の入院者の情報
– 外来患者の受付状況
– 医師・看護師の状況
– 医薬品の在庫状況、医療機器の状況

公共サービスの状況

– 交通機関の状況
– 電気・水道
– ごみ処理
– 遺体の取り扱い状況

的確な避難指示

医療機関への誘導

物資の補給（個別配送）

問い合わせ対応

情報提供

ＧＩＳによる情報の一元
管理が有効。地域で感
染者を把握、コントロー
ルする。



共助支援システムのイメージ

QRコードとバーコードリー
ダーによるデータ登録

国の独立行政法人防災科学技術研究所、国の独立行政法人防災科学技術研究所、
地震防災フロンティア研究センターの協力地震防災フロンティア研究センターの協力これまでの取り組み



地域の地図上への被
害状況の表示

地域防災拠点の状況
把握（リアルタイム）

共助支援システムのイメージ

これまでの取り組み


